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これからの幼児教育の課㢟と展ᮃ 
 

A problem and the prospects of preschool education in the future 

 
                                   Ἠ 一㑻 

                                                                   Ichiro Izumi 
 

  ࡵ ࡌ ࡣ

ᖹ成29年３月31日、「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保㐃ᦠᆺ認定こども園教育・保育要領」が

改ゞ（定）された。この３ἲ௧がྠに改ゞ（定）されるのは、今回がึめてである。これは、幼稚園も

保育所も幼保㐃ᦠᆺ認定こども園も、日ᮏの大ษな幼児教育施設として位置づけられたからである。これ

に合わせて、幼稚園教ㅍや保育㈨᱁の養成課程もᖹ成31年ᗘからᒚಟ⛉┠などが変わることが示されてい

る。改ゞ（定）の≉ᚩは、それら３つの施設のඹ通性が明確にされたことである。幼児教育として、その

「学び」をຓするあり方が示され、幼児教育ならではの教育の⊂自性を確立して、その上のᑠ学校へと

つなࡄことが大事なⅬとされた。 

もう１つ大事なⅬは、その「学び」のあり方を支えるものとしての子どもと保育⪅のಙ㢗・愛着関係や

それを育てる養護のあり方を、どの施設であろうと重どしようということである。その上で、それを支え、

ྍ能にする保育⪅の専門性とそれに基づく指導のあり方や、それを改ၿして㧗めていく研ಟと保育⪅ྠኈ

の話し合いや記㘓のྲྀり方が強ㄪされている。 

幼児教育の重要性の認識はᗈがってきており、養成を通して力㔞のある保育⪅を㏦りฟすことが必要で

ある。子どもが健やかに伸び伸びと成長するためにⰋい環境を構⠏することは、幼児教育・保育関係⪅の

ඹ通の㢪いである。幼稚園教ㅍ・保育ኈの事はᗈがりつつあり、さらなる㉁の㧗さをồめられるように

なってきている。ᚑ᮶にもቑして、養成校への期ᚅは大きくなってきていることは明らかである。ᮏ✏の

┠的は改ゞ（定）の㊃᪨と重要なポイントを示し、これからの幼児教育を⌮解することである。 

 

㸯 ྠᨵゞ㸦ᐃ㸧の⫼ᬒ 

（１）わがᅜの幼児教育の現≧ 

 ᖹ成18年に「教育基ᮏἲ」が改ṇされ「幼児教育は、生ᾭにわたる人᱁の基礎をᇵう重要なものであ

る」ὀ1) と明記されたことでྡ実ともに日ᮏの教育の中に幼児教育が位置づけられた。この改ṇをཷけて、

ᖹ成20年の改ゞでは教育要領と保育指針のἲ的な位置づけがᑐ➼になり、࿌示がྠに行われた。ᖹ成27

年㸲月には「子ども・子育て支新ไᗘ」がࢫタートした。これは幼児期の教育・保育の「㔞」のᣑ充と、

「㉁」のྥ上を㐍めるために生まれたไᗘである。「㔞」のᣑ充は、大㒔ᕷᅪのᚅᶵ児❺の解ᾘ、子どもの

これからの幼児教育の課題と展望 163



 
 
豊岡短期大学論集 第14号 (2017) 
 

 ― 2 ― 

年齢やぶのᑵປ≧ἣに応じたከᵝなཷけ─の確保、ᑡ子化が㐍ࡴᆅ域の施設⤫合である。「㉁」のྥ上は、

全ての子どもに㉁の㧗い幼児教育を実施、⫋ဨの㓄置やฎ㐝の改ၿ、研ಟの充実やキࣕリアアッࣉのྲྀり

組ࡳを᥎㐍、幼児教育の┠指す方ྥ・指導ἲなどの改ၿである。 

（２）幼児教育をᕠる₻ὶの変化 

 幼稚園は家ᗞの事や༢なる㊃で通わせるሙ所ではなく、幼児にとって必要ྍḞな幼児教育施設で

ある。保育所や認定こども園の子どもも、ྠじ教育をཷけるのはᙜ↛だという考え方が成り立つ。幼児教

育をしっかり行うことがᑠ学校ධ学ᚋの学力につながる、≢⨥などの社会ၥ㢟をῶらすຠᯝがあることが

確認されていることから、ᅜの教育ไᗘとして幼児教育が位置づけられた。 

 

㸰 ᨵゞ㸦ᐃ㸧のせⅬ 

（１）３ἲ௧ඹ通のキーポイント 

改ゞ（定）の㊃᪨は３つあり、大きく次の３つの要⣲が挙げられる。 

1 ３歳以上の子どもについての「幼児教育のඹ通化」 

2 子ども・子育て支新ไᗘでの「幼児教育の㉁の方ྥ性」 

3 ᑠ学校から見たときの「幼児教育で育つ力の明確化」である。 

３つの幼児教育施設にඹ通する幼児教育のあり方としては、「環境を通した教育」「乳児期からの発達と

学びの㐃⥆性」「ᑠ学校教育との᥋⥆のあり方」が明確になった。今回の改ゞでは、幼児教育・保育だけで

はなく、ᑠ学校以上の学⩦指要領もྠに改ゞされた。 

 

（２）幼稚園教育要領改ゞのポイント 

 「幼児期に育てたい力」を明記した。また、実㝿の指導の方ྥ性やホ౯のあり方、教育課程の計画の考

え方もල体的に記された。 

1 育ࡳたい㈨㉁・能力 

幼児教育のᮏ㉁を表す「見方・考え方」とは、さまࡊまな発達の子どもたちが、体的に࿘りの≀や人

（環境）と関わりながら、心動かされる体験・㐟びをする、ということである。そして、この「見方・考

え方」をྲྀりධれることを「学び」と考える。子どもが身の࿘りの≀や人に関わり、さまࡊまな意や規

๎性を見つける過程で生まれる、気づき・発見・考え方や態ᗘの変化などを指す。「見方・考え方」をල体

的に、子どもにおいて育てるき力としてᤊえたのが「㈨㉁・能力の３つのᰕ」である。（ア）知識及びᢏ

能の基礎 （イ）ᛮ考力、ุ᩿力、表現力➼の基礎 （࢘）学びにྥかう力、人間性➼の３つのᰕである。 

「㈨㉁・能力」は、ᑠ学校、中学校、㧗➼学校での教育を通して伸びていくものである。今回、幼児教

育としての構㐀を明確にするため、どのように指導するか（過程）と、何を指導するか（内容）にຍえて、

何が育つかを明記するとしている。知識・ᢏ能の基礎、ᛮ考力・ุ᩿力・表現力➼の基礎、学びにྥかう

164　豊岡短期大学論集　第14号（2017）



 
 
豊岡短期大学論集 第14号 (2017) 
 

 ― 3 ― 

力・人間性➼、としてᩚ⌮されている。これは幼児教育を通して育つ力であり、さらにそれがᑠ学校以降

の学校教育において成長していくのであり、発達の学びの㐃⥆性の᰿ᖿをなすものであるとしている。幼

児期にࡩさわしい言い方に直すと感じる・気き・分かる・ฟ᮶る力の育ち、考え・ヨし・工夫し・表現

する力の育ち、心・意ḧ・態ᗘの育ちである。 

2 幼児期の⤊わりまでに育ってほしい姿 

幼児期の⤊わりにおいて、「幼児期の⤊わりまでに育ってほしい姿」をྲྀりฟし、10の姿としてᩚ⌮され

た。これらは、５つの内容領域において、ᚑ᮶からある㡯┠をྲྀりฟしたものである。その10の姿とは、

（ア）健康な心と体、（イ）自立心、（࢘）༠ྠ性、（࢚）㐨ᚨ性・規⠊意識の芽生え、（࢜）社会生活との

関わり、（カ）ᛮ考力の芽生え、（キ）自↛との関わり・生ᑛ重、（ࢡ）ᩘ㔞やᅗᙧ、ᶆ識やᩥᏐなどへの

関心・感ぬ、（ࢣ）言葉によるఏえ合い、（コ）㇏かな感性と表現、とされた。 

 「幼児期の⤊わりにまでに育ってほしい姿」は、「活動全体を通して㈨㉁・能力が育まれている子ども

（幼児・園児）のᑠ学校ᑵ学のල体的な姿」とされている。᪩く成させることよりも、間とᡭ間を

かけて、ࡺっくりと「なっていく」「育っていく」ことこそが幼児期のあるき姿であるし、それをྍ能に

する保育こそが重要と考える。 

 「保育所の生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことにྥかって心と体を༑分にാかせ、見通し

をもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくりฟすようになる」とあるように、「見通し」や「生活をつ

くりฟす」など、５歳児ᚋ༙の姿とᛮえる記述がなされ、ᑠ学校以降へと成長を遂げていくものとされて

いる。ල体的で明確であればあるほど、それにᑐするᤊわれが生まれやすい。どの子どもも10の姿に฿達

させた保育⪅が「ඃれた保育⪅」、฿達させていない保育⪅は「力のない保育⪅」といったど⥺がࣕࢩࣞࣉ

ーになり、「できさせなくては」と子どもの実態や≧ἣとは↓関係に強要しないことにὀ意する必要がある。 

 今回の改ゞでは、ᑠ学校との「な᥋⥆」が強ㄪされ、そこで重要なᙺをᯝたすのが「幼児期の⤊

わりにまでに育ってほしい姿」と考えられている。ᑠ学校との㐃ᦠにおいては、現実の子どもの姿を┦

にఏえ合うことや、いの実㊶をὶし合いながら、保育内容・教育内容での᥋⥆（✚ࡳ重ね）を᥈って

いくことが大ษである。３ἲ௧では、ᑠ学校とのつながりとして、「幼児期の⤊わりまでに育ってほしい10

の姿」を提示している。ᑠ学校の学⩦指導要領では「幼児期の⤊わりまでに育ってほしい姿」をᘬき⥅ࡄ

ᙧで、ࢫタートカリキュラムが⩏ົづけられた。ࢫタートカリキュラムでは、ධ学ᚋの２か月ࡄらいは、

幼稚園や保育所のやり方をྲྀりධれながら、ᚎࠎにᑠ学校の45分のやり方につないでいこう、という᥋⥆

になっている。 

 

3 యⓗ・ᑐヰⓗ࡛῝࠸Ꮫࡧ 

（ア） 体的な学びのどⅬ 

子どもが自ら「やってࡳたい」という意ḧをもち、ඛの見通しや展㛤を考えたり、り返りをしたり
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しながら、㐟びと生活をより発展させていくのが「体的な学び」である。ᑠ学校以降の教育にもつ

ながる「アࣈࢸࢡ・ラーࢽンࢢ」の᰾になるものである。 

（イ） ᑐ話的な学びのどⅬ 

大事なのは「ఏえ合い」の㒊分である。言葉や行動によって、子どもが自分を表現し、ྠに┦ᡭ

のことも考えて༠力し合うことを「ᑐ話的な学び」としている。子どもがそれぞれのᛮいや考えを言

葉や行動でఏえ合い、それをつなげ合って考えをᗈげたり、ᛮ考を῝めたりすることである。 

 い学びのどⅬ῝ （࢘）

「῝い学び」とは、ᑐ㇟の≀や人とฟ会って、その関わりを῝めることである。≀事の性㉁、関㐃、

⌮ᒅなどを子どもがᤊえられ、さらにねばり強くྲྀり組ࡴ力が育つようになることである。 

㇏かな学びをつくりฟすためには何が大ษであるか。それはともすれば「たくさんのことをさせ

る」ことだと考えがちである。しかし、㇏かさは経験のᩘによってỴまるわけではない。「させられ

る」活動からは㇏かさは生まれないからである。大ษなのは経験の㉁である。⯆と意ḧをもってክ

中になってྲྀり組ࡳ、そこでいろいろなことを感じ、考えて、子どもの内㠃が変わることが「㇏かな

学び」にはྍḞである。活動によってはẚ㍑的すࡄに達成感をᚓられることもあれば、うまくいか

ずにくやしいᛮいをすることもあろう。そのようなときに、「もっともຠ⋡的な方ἲ」が保育⪅によっ

てえられるのではなく、ヨ行㘒ㄗがチされることが重要である。ᐤり㐨できること、うまくいかな

かったら何ᗘでもやり直せること、ㄡかに⪺いたり、ຓけてもらえたりすることが保㞀されて㇏かな

学びは生まれる。 

  子どもたちに㇏かな学びを保㞀するためには、保育内容・保育の過程こそが重要である。㈨㉁・能

力がどの年齢・施設においても育っていく中᰾だと明確にし、そのうえでそれがᑠ学校以上に伸びて

いくとした。さらに、いわばධཱྀにᙜたる乳児ないし満３歳未満の子どもの保育のあり方をヲ⣽に示

し、それが家ᗞ教育にもᙜてはまるとᤕえつつ、それ以๓の発達≧ἣを示した。また、ฟཱྀにᙜたる

ಟにおいて、どういった力が育ってきているかをල体的な姿として表し、幼児教育の施設の✀㢮

をၥわず、その姿の実現をከᑡなりとも┠指すことや、それがྠにᑠ学校教育のጞまりとなるとを

明記している。幼児期に育ってきた力を活かし、そのල体的な姿を発させることから、ᑠ学校の教

⛉➼のᤵᴗによる教育につなࡄとしている。10の姿が示されたが、それがどのような保育によって達

成されていくかについては要領・指針には明示されていない。だからこそ、子どもたちの㇏かな学び

がどのような保育内容と過程によって達成されるのかについて、各園でල体化していくことがồめら

れている。「育ってほしい姿」は、保育の┠ᶆであり、保育⪅の㢪いである。それをᢲしけるのでは

なく、ᴦしくክ中になれる活動を通して、子ども自身が「こうなりたい」「こんな自分になりたい」と

感じられることが大ษであろう。㐟びを通していろいろなことを感じ、発見して、自分の育ちに自ಙ

をもち、ᑵ学に期ᚅをもつことができる子どもを育てることが、幼児教育にᦠわる⚾たちの「育てた
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い姿」である。 

 

4 カリキュラム・マネジメントの確立  

「カリキュラム」とは、「幼稚園教育要領」に記載されている「全体的な計画」と、その下での「指導

計画」を合わせたものである。「全体的な計画」とは、教育課程だけではなく、教育課程以外の活動や学

校保健計画、学校安全計画など、施設の全体的な方針やねらいの体系を表したものである。一方、「指導

計画」は、その全体的な計画（ねらい）に基づいた各年齢の年間計画や月案、週案、日案といったもの

である。カリキュラム・マネジメントとは、「全体的な計画」を実現するために、どのような「指導計

画」を立てていくか、あるいは身近な環境構成をどのように作っていくか、を考えるものである。 

新要領・指針に合わせて解説書がつくられ、たくさんの「保育事例」が提示されることが予想される。

園全体で、子どもたちに経験させたい内容・必要な過程についての話し合いを重ねることが、子どもの

実態に即した「カリキュラム・マネジメント」になる。 

 

（１）保育所保育指針改定のポイント 

 幼児教育の強化と０・１・２歳児保育の充実であり、大きく次の５つが挙げられる。 

①保育所保育における幼児教育の位置づけ 

保育所で保育の専門家が行う保育を「保育所保育」という言葉で規定し、保育所保育の専門性や、保育

所保育で何をするのかを明確にした。近年の研究では、乳児期から幼児期にかけて養護的なアタッチメン

ト経験を繰り返すことで、「非認知的能力」の基礎が育つとされている。非認知的能力とは、失敗しても諦

めずに工夫してやり遂げる力、いろいろなことに挑戦する力、我慢をしたり自分をコントロールしたりす

る力を指す。 

②乳児保育、１歳以上３歳未満児保育の記述の充実 

「全体的な計画」という言葉が使われるようになり、保育の内容が組織的・計画的に構成された全体的

な計画を作成しなければならないと書かれている。身体的発達のほか、身近な人との愛着関係の成立を社

会的発達、身近なものと関わり感性が育つ精神的発達を支えることが書かれている。また１～２歳児は５

領域の内容に準じながら、３歳以降の成長の姿を意識して保育を行うことが示された。 

今回、乳児期からの育ちを見直し、その記述が丁寧に行われた。「健やかに伸び伸びと育つ」という、乳

児の自らの心身に関わるところと、「身近な人と気持ちが通じ合う」という、人との関わりと、「身近なも

のと関わり感性が育つ」という、ものとの関わりが中心にある。１歳以上３歳未満児の保育では、５つの

領域の育ちにとなって、その年齢に応じた内容が含まれる。乳児期の発達のなかで、言葉の発達や表現行

為への気づきと芽生えが生まれるとしている。それぞれが３歳以上の保育の内容へと発展していく。 

③環境の変化を踏まえた「健康及び安全」の記載の見直し 
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保育所は幼稚園にẚて子どもが長い間生活する施設であるため、環境や⾨生⟶⌮、㣗育について記

載されている。「事ᨾ㜵Ṇ及び安全ᑐ⟇」の㡯┠では、╧╀中やࣉール活動・Ỉ㐟び、㣗事中など重⠜な事

ᨾが㉳こりやすいࢩーンを挙げ必要な予㜵・ᑐ⟇を㐍めるように記されている。ᆅ㟈やὠἼの⅏ᐖに、

保護⪅へのᘬきΏしも含めて的確にᑐ応するカ⦎や㜵⅏の必要性も書かれている。 

մ子育て支の必要性 

㞀ᐖのある子どもや≉ูな㓄៖を必要とする子どもたちを含め、すての子どもの健やかな育ちを実現

するためには、より✚ᴟ的な保護⪅支が必要である。 

յ⫋ဨの㈨㉁・専門性のྥ上 

研ಟについては、⫋ሙにおける研ಟだけでなく外㒊研ಟも組ࡳ合わせることが記されている。専門⫋で

ある保育ኈは㈨᱁ྲྀᚓᚋも日ࠎのᴗົ➼を通じて専門性をྥ上させていく必要があることも記されている。

今回の改ゞでは、保育も教育であることが認められ、「保育過程」という言葉がなくなり、「全体的な計

画」に変わった。「全体的な計画」という言葉は、現行のこども園要領で使われていて、指針はそちらとの

ᩚ合性をᅗったということがわかる。 

 

（２）幼保㐃ᦠᆺ認定こども園教育・保育要領改ゞのポイント 

 幼保㐃ᦠᆺ認定こども園ならではの㓄៖すき事㡯して、３歳を中心とした「学びの㐃⥆性・発達の㐃

⥆性」と、「１日の生活のὶれ」の２つが挙げられる。認定こども園に通う１ྕ、２ྕの子どもは、３歳か

ら一⥴の活動をጞめることになる。そのため、一人ࡦとり経験の㐪う子どもにಶู的に༑分な㓄៖をする

ことが強ㄪされている。また、認定こども園では、通っている子どもたちのなかでも、園で過ࡈす生活

間にかなり㐪いがある。「１日を通して」また「ධ園からಟまでᅾ園期間通して」、「教育及び保育を行

う」というのが基ᮏ的な考え方であり、これが学びの㐃⥆性であるとしている。「教育及び保育」というの

は、認定こども園ならではの⏝ㄒである。 １日のなかで教育とそれ以外の間のὶれを意識するには、

「生活の㐃⥆性」を重どする必要がある。学校教育の間とそれ以外の間を一体としてᤊえ、1日の自↛

なὶれとなるように㓄៖すきとしている。 

 

（３）これからの幼児教育・保育の方ྥ性 

 ᑠ学校以上の学⩦指導要領では、「これをやりなさい」という指導の内容がẚ㍑的、ල体的に書かれてい

るが、「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保㐃ᦠᆺ認定こども園教育・保育要領」で記されているの

はかなり⌮想的な方ྥ性である。そこにྥけてດ力し改ၿしていきましࡻう、と示している。 

 新しい３ἲ௧で≉に強ㄪしていることは、乳児期などの幼いころから、あるいは１日のうち長間にわ

たって子どもを㡸かるሙ合には、教ㅍ・保育ኈが養護性をもって、子どもの体の㠃と心の㠃の支えをしっ

かり行っていこうということである。３歳以上の子どもについては、１日のなかに一定の教育の間、「㞟
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中して㐟ࡪ」間を作りましࡻうとしている。「学び」という言葉は、子どもが実㝿の体験から感じたり考

えたりする中で、いろいろなことに気づき、できるようになることである。 

日ᮏの乳幼児教育・保育は、現ᅾ大きな変㠉期にある。保育に関するไᗘも年ࠎ変わり、保育の現ሙは

ますます」㞧になってきている。幼稚園は幼児期の学校教育のሙであり、保育所は保育を必要とする児❺

⚟♴施設であり、幼保㐃ᦠᆺ認定こども園はその方をවねたものであるいうἲᚊの規定は⥔持されてい

る。そのうえで、幼児教育としてඹ通性が明確にされた。幼児教育とは幼稚園、保育所、認定こども園に

ඹ通の教育であり、ྠに、乳児からᑵ学๓の保育を必要とする子どもの保育全体に基づくものである。 

幼児教育のඹ通であるཎ๎は次のとおりである。 

①環境を通しての教育である。身近な環境への関わりを通じて子どもが育っていく。 

②体的な生活、自発的な活動としての㐟びを重どする。子どもが能動的に環境に関わり、ヨ行㘒ㄗしつ

つ、そこから関わり方や意を身につけていく過程を、幼児教育の中᰾的な過程とする。 

③幼児教育の専門家である保育⪅（幼稚園教ㅍ、保育ኈ、保育教ㅍ）が専門的ᢏ㔞に基づき子どもを指導

し、ຓする。幼児教育の施設は、家ᗞとは␗なり、専門家が」ᩘの子どもをᑐ㇟として行う教育である。 

մ教育とは２✀㢮に分かれ、学校教育に┦ᙜする満３歳以上、１日㸲間┦ᙜ㒊分と、それ以外の満３歳

未満と満３歳以上の長間にわたる保育を必要とする子どもの保育㒊分における教育である。ᗈ⩏の教育

は心身の健全な発達をᅗるものであり、⊃⩏の学校教育はそれに基づき、ᑠ学校以降の学校教育の基礎を

ᇵうものである。それは㐃⥆的であり、┦に重なりあうと見なされる。 

յ養護性はすての幼児教育でその支えとなる基┙的なാきかけである。幼稚園では⥴の安定と記され、

生の保持は学校保健安全ἲで述られている。以上の教育の㐍め方の過程を示すものにᑐして、教育の

内容そのものは、ねらいと内容として、ᚑ᮶の５つの領域を踏くしている。 

ն幼児教育は組織的・計画的に㐍めるものである。そこで施設によらず、全体的な計画を立て、幼児教育

の┠ᶆを達成するため、ねらい・内容を組織的・計画的に構成する。以上の幼児教育の考え方が幼稚園、

保育所、認定こども園にᙜてはまること、満３歳未満児の保育や長間の保育もそれに準じた教育である

ことが明確にされた。 

「⪅のことをᛮってാく事」だからこそ、保育教ㅍになろうとする人自身が、⥴的なつながりや

人から大事にされる経験を༑分にᚓてほしいとᛮう。「こどもと健康」、「こどもと体育」のࢡࢫーリンࢢᤵ

ᴗをᢸᙜする⚾は、ᤵᴗの中で、「保育教ㅍ自身の健康・体力づくりが一␒大ษです」と話している。その

⌮⏤は、子どもは保育教ㅍをཧ考にしながら、生活に関わるいろいろなことを学んでいくからである。 

子どもは身近な養育⪅と安定した⥴的関係を⤖び、そのなかで、自ᕫや⪅を意識するようになって

いく。⚾の人の子どもを保育していただいた保育所のඛ生方はとても㨩力的であった。一人の人間とし

て子どもたちと日ྥࠎき合っていらしたことをぶとして感じたから㨩力的に見えたのだろう。長⏨が成人

ᘧのには、保育所でᥥいた⤮を自Ꮿにᒆけられた。ぶとしてとても感動し、ᛀれられないᛮいฟとなっ
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た。「さまࡊまな感を経験しながら乳幼児期の子どもたちとの生活をᴦしめる保育⪅になってほしい」と

㢪いながら、保育教ㅍの養成にᦠわっている。子どもの育ちは一直⥺ではない。自らの経験から㡰ㄪにい

くときばかりではなく、ࡴしろジࢢࢨࢢしたり、したりすることのほうがከくあった。保育⪅自身も

年齢を重ねる過程のなかで、実にさまࡊまな経験をする。そこでの経験が、保育⪅としての自分のあり方

にもᫎされていく。自分の育ちと子どもの育ち、その୧方を感じられるというのが、幼児教育にᦠわる

事のやりがいではないかとᛮう。 

子ども⌮解の専門性は、どのようにᇵわれるのだろうか。養成校のᤵᴗで、実⩦を⤊えた学生から実㝿

に子どもとかかわりはじめると、全く予想とちがう「⡆༢にᛮい通りの方ἲではいかない現実」に㦫きᡞ

ᝨったという意見を⪺くことがከい。保育は生身の人間の発達ຓ⫋であるので、⊃いど㔝で「ᛮい通り

にさせる」保育を実㊶すれば、たちまちቨにࡪつかってしまう。なࡐなら、発達の体⪅は子ども自身で

あるからである。保護⪅ᑐ応にしても、よかれとᛮってしたことがᛮわࡠⱞに発展する。ᮏ㡢で子ども

の話をするまでのಙ㢗関係はそう⡆༢にはᙧ成されない。保育⪅は、ᝎࡳⴱ⸨しながら、「自分ࡦとりでは

この事はできない」と気づく。子どもの姿を記㘓して、チームで分ᯒを㐍め、⫋ဨ㞟ᅋで学びを῝めて

いく。༢⣧でない子ども⌮解の作ᴗには、一␒近くにいるᢸ௵はもちろん、その家᪘の生活⫼ᬒや、ᬑẁ

なにげなく見Ᏺっている⫋ဨ全ဨのほᐹとሗをඹ᭷すること、子どもや保護⪅のᮏᙜの気持ちを考えて

す㹎㹂㹁㸿とはᑡしちがう、まず「子どࡊく㐨➽がྍḞである。大人が立てた計画を㍈に㉁ྥ上をめࡺ

もありき」「発達の体は子ども自身」というほⅬで実㊶を✚ࡳ重ねるࢧイࢡルが必要である。自分の感性

でཷけṆめることが、保育⪅のもっとも重要でもっとも㞴しい⫋ົであるといえる。マࢽュアルやࢸࢫࢩ

マチッࢡにする事とは┿㏫の「ṇ解」などがᏑᅾしないႠࡳである。保育⪅は経験を✚めば✚ࡴほど

「これでよかったか」「ᮏᙜにその子の体性を大ษにできたか」とⴱ⸨する。には、ⴠち㎸んだり、㏫

にがんばる子どもの姿に自分のᙅさをつきつけられたりする日もある。保育⪅は、子どもの一␒近くにい

て、自身のᛮ考をくࡄって発達を支えていく専門⫋である。 

今回の改ゞ（定）の≉ᚩは、３つの施設のඹ通性を明確にしたことである。そのことはྠに、幼児教

育の⊂自性を確立して、ᑠ学校の⩏ົ教育につなࡄことである。「学び」のあり方を支えるものとして子ど

もと保育⪅のಙ㢗・愛着関係や養護のあり方を、どの施設であろうと重どした。また、保育⪅の専門性と

それに基づく指導のあり方、それを改ၿし㧗めていく研ಟと保育⪅ྠኈの話し合いや記㘓のྲྀり方を強ㄪ

している。 

「幼保㐃ᦠᆺ認定こども園教育・保育要領」の改ゞについては、３歳以上の教育内容は幼稚園教育要領 

とྠじである。幼児教育において育ࡳたい㈨㉁・能力を「知識及びᢏ能の基礎」、「ᛮ考力、ุ᩿力、表現

力➼の基礎」、「学びにྥかう力、人間性➼」の３つにᩚ⌮した。また、幼児教育とᑠ学校教育の᥋⥆を一

ᒙ強化するため、「幼児期の⤊わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」を明確にした。≉に␃意したいⅬと

して、３歳を中心とした「学びの㐃⥆性・発達の㐃⥆性」と、「１日の生活のὶれ」の２つが挙げられる。 
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「学びの㐃⥆性・発達の㐃⥆性」については、᭱も㓄៖が必要になるのが３歳๓ᚋの子どもである。 

３歳は、それまでの経験が大きく␗なる子どもたちが㞟まり、一⥴に活動することになるので、一人ࡦと

り経験の㐪う子どもにಶู的に༑分な㓄៖をしながら一⥴に活動できるようにしていくことが強ㄪされて

いる。認定こども園では「１日を通して」、また「ධ園からಟまでᅾ園期間を通して」、「教育及び保育を

行う」ことが基ᮏ的な考え方になっている。これが学びの㐃⥆性である。養護と教育が一体になったもの

が保育であるとしている。学校教育の間とそれ以外の間を一体としてᤊえ、１日の自↛なὶれになる

ように㓄៖すきとしている。Ⓩ園して３歳以上の子どもは「１日㸲間」のコアタイムで教育的要⣲が

強まる。教育・保育要領では「㞟中して㐟ࡪ」と表現されている。また、教育課程に係る間以外のᮅや

ኤ方は、ࡺったりと安心して過ࡈせる工夫をするようにとしている。新しい「幼保㐃ᦠᆺ認定こども園教

育・保育要領」は、幼稚園の教育課程と保育所の保育課程を合わせたようなものになっている。それを踏

まえたうえでල体的な月案、週案といった指導計画を作り、ከᵝな子どもたちにᑐして、教育・保育を行

っていくとしている。 

 

⤊わりに 

幼児教育にあたる専門家は施設の✀㢮や保護⪅のᑵປᙧ態によらず、ไᗘとして、養成カリキュラムや

㈨᱁の✀㢮に㐪いが生じないようにすることがබᖹ性のほⅬから必要である。子どもの姿を「ࡳる」「ࡳき

わめる」そして、「かかわる」中で、子どもの中に育とうとしているところを「ねらい」としてᤊえる。そ

して、その「ねらい」を達成するために、どんな経験をするように指導すればⰋいかを「内容」とする。

「子ども⌮解」の基ᮏであり、大ษなことである。幼稚園教ㅍや保育ኈ㈨᱁の養成課程も、ᖹ成31年ᗘか

らᒚಟ⛉┠などが変わる。幼稚園、保育所、認定こども園ඹ通に、ồめられるところは┈ࠎ㧗ᗘ化してい

く。保育⪅の専門性のྥ上や、保育実㊶の改ၿを㐍める体ไᩚഛが保育⪅養成校にồめられている。今回

の改ゞ（定）の㊃᪨と重要なポイントをよく⌮解して、これからの幼児教育に関わるᤵᴗ（健康ㄽ、こど

もの指導ἲ「健康」）に活かしていきたい。 
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